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【はじめに】

当所管内の知多地域には、成牛を２００頭以上飼養する大規模農場が、１２６農場中３

３農場ある。多くの大規模農場では乳肉複合経営が行われており、近年では更なる規模拡

大が進んでいる。

平成２９年７月から、乳肉複合経営の大規模農場Ａ農場において、子牛の事故率低減を

目的とした取組みを行ったので報告する。          

【農場の概要】

１ 飼養状況

Ａ農場は、乳用牛及び肉用牛（交雑種）の成牛をそれぞれ２００頭以上飼養する農場で、

交雑種の子牛は約１００頭が飼養されている。従業員は１０人で、搾乳牛・肥育牛・子牛

を分担して専業的に管理している。

２ 疾病発生状況

Ａ農場では数年前から子牛の下痢等の発生が多く、子牛の事故率が高かったことから、

平成２７年度に当所で病性鑑定を実

施した結果、Ａ型ロタウイルス及びク

リプトスポリジウムが検出された。対

策として診療獣医師（獣医師）と連携

し、治療とワクチネーションを変更し

たが、改善には至らなかった。子牛の

疾病対策だけでなく、母牛の検査や栄

養面への対応の必要性を感じたが、対

策を講じることはできず、課題が残っ

た。

そのため、子牛の下痢を含む腸炎の

治療及び死廃割合は、増加した（図１）。

また、大規模農場であるが故に、従業員が多く、作業が専業化していることから、経営

者が全ての作業内容を把握できない等の特徴と課題が浮かび上がってきた（表１）。

なお、子牛は搾乳牛舎内の通路に繋がれており、子牛同士の接触により疾病がまん延し

やすい飼養環境にあったため、平成２９年８月から新たに子牛舎を整備し、利用を開始し

図１ 子牛の年次別病傷割合



ている（図２）。

【事故率低減に向けた取組み】 

 平成２９年７月から９月にかけて、従業員を含む農場関係者、愛知県農業共済組合（共

済）、獣医師及び家保の四者が集まり、新子牛舎における子牛の事故率低減のため以下のと

おり、取組んだ。

＜意見交換と課題の共有＞

７月に四者が集まって意見交換を行い、各々が感じている現状を共有した。農場関係者

からは、子牛の下痢について特に問題視

しており、発症日齢が早まってきている

こと、獣医師からは、重篤化して死亡す

る子牛が以前から多いという意見が挙げ

られた。また、獣医師と家保は、下痢を

発症した子牛の検査だけではなく、平成

２７年の病性鑑定で課題であった、母牛

の検査及び牛群の栄養状態を把握するた

めの検査の必要性を農場関係者に説明し

た（図３）。

＜各種検査及び結果＞

課題の共有後、感染症及び栄養面から農場の現状を把握するため、関係機関で検査を分

担した。家保は、７月に下痢を発症した子牛の病原体検索、８月に牛群における抗体保有

状況を検査した。栄養状態把握のため、共済は母牛の代謝プロファイルテスト（ＭＰＴ）

を、獣医師は子牛のＭＰＴを行った。

１ 病原体検索

図３ 意見交換

図２ 子牛の飼養状況（平成２９年７月まで）

表１ 大規模農場の特徴



下痢を発症した子牛の糞便（４検体）を用いて、ウイルス検査、細菌検査、寄生虫検査

を行った。

検査の結果、遺伝子検査（ＲＴ－ＰＣＲ）で、４頭の糞便全てからＡ群ロタウイルスの

遺伝子と、寄生虫検査で、クリプトスポリジウムが検出された。平成２７年と同様の結果

であったことから、これらの病原体の常在化が考えられた。

２ 抗体保有状況

母牛について乾乳期１０頭、泌乳初期１頭、泌乳最盛期６頭、泌乳中期８頭、泌乳後期

５頭の計３０頭、子牛については生後１、３０、６０、９０日齢から各４頭ずつの計１６

頭、合計４６頭の血清を用い、母牛、子牛共に牛ウイルス性下痢ウイルス（ＢＶＤＶ）Ⅰ

型、ＢＶＤＶⅡ型、ＲＳウイルス、パラインフルエンザウイルス３型、牛伝染性鼻気管炎

ウイルス、牛アデノウイルス７型、ロタウイルス（ＲＶ）、牛コロナウイルス（ＢＣＶ）、

大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）、Mannheimia heamolytica（Ｍｈ）、Histophilus somni（Ｈｓ）、
Pasteurella multocida（Ｐｍ）の抗体検査をした。
なお、母牛は乾乳期に呼吸器 6種混合生・不活化ワクチンと下痢５種混合不活化ワクチ
ンを接種しており、子牛は１７日齢にＭｈ感染症不活化ワクチン、３０日齢と６０日齢に

細菌性呼吸器３種混合不活化ワクチン（Ｍｈ、Ｈｓ、Ｐｍ）、７０日齢に呼吸器６種混合生

ワクチンを接種している。

検査の結果、下痢に関連する病原体（ＢＶＤＶⅠ型、Ⅱ型、ＲＶ、ＢＣＶ、Ｅ．ｃｏｌ

ｉ）について、母牛は十分な抗体価を保有していた（図４）。子牛も、月齢とともに抗体価

が下がっていることから移行抗体と推察され、十分な抗体価が確認された（図５）。

３ ＭＰＴ

母牛、子牛とも、抗体検査と同一個体でＭＰＴを実施した。母牛は、ボディコンディショ

ンスコア、血糖、遊離脂肪酸（ＮＥＦＡ）、尿素窒素（ＢＵＮ）、ヘマトクリット値（Ｈｔ）、

アルブミン（Ａｌｂ）、血清蛋白、総コレステロール（ＴＣＨＯ）、ＧＯＴ、γ－ＧＴ、カ

ルシウム、無機リン、マグネシウム、β－ヒドロキシ酪酸の１４項目を検査した。

図４ 母牛の抗体価 図５ 子牛の抗体価



その結果、泌乳期、乾乳期ともにエネルギー

不足で、蛋白過剰という結果が得られた（表

２）。泌乳期はルーメンでの消化吸収がうまく

できていない状態であると考えられ、乾乳期

は飼料の給与量が不正確であったため、配合

飼料の給与量が過多であった。

子牛は、血糖、ＢＵＮ、Ｈｔ、Ａｌｂ、総

蛋白、Ａ／Ｇ比、ＴＣＨＯ、γ－ＧＴの８項

目を検査した。

その結果、ＴＣＨＯが全体的に低値を示し

たことから、エネルギー不足の状態であり、

下痢による消化吸収不良や哺乳量不足が考えられた。

＜検査結果共有と対応＞

再度関係者が集まり、過去に検出された病

原体が引き続き検出されていること、母牛及

び子牛の栄養状態の改善が必要であること等

の課題について共有し、以下の対策を実施し

た。

１ 母牛への対策

乾乳期の栄養状態が、胎仔の発育や生後の

子牛の栄養吸収に影響を及ぼすため、乾乳期

の給与量を把握して粗飼料をしっかり食い込

ませるとともに、泌乳期の粗飼料を繊維質の

多い乾草へ変更した。更に、栄養状態把握の

ためにＭＰＴを継続することとした。

２ 子牛への対策

「整理整頓清潔に！」を従業員の心得とし

て掲げ、衛生管理のマニュアルと、出生から

哺乳期までの飼養管理のマニュアルを作成し

て実践した。新子牛舎では、動力噴霧器によ

る水洗と石灰乳の塗布等、清掃消毒を徹底し

た。また、疾病まん延防止のため、長靴洗浄

用の水洗ホース及び踏込消毒槽を数か所に設置するとともに、子牛同士の接触防止の仕切

り板を設け、衛生管理の徹底を行った（図６、図７）。

図７ 新子牛舎の様子２

図６ 新子牛舎の様子１

表２ 母牛のＭＰＴ成績の要点

結果 考えられる状態

血糖低下 エネルギー不足

ＢＵＮ上昇 蛋白過剰

アルブミン低下 食い込み不足

ＴＣＨＯ低下 食い込み不足

血清蛋白上昇 炎症

カルシウムやや低下 カルシウム不足

マグネシウム低下 食い込み不足

血糖低下散見 エネルギー不足

ＮＥＦＡ上昇 エネルギー不足

ＢＵＮ上昇散見 蛋白過剰

血清蛋白上昇 炎症

泌乳期

乾乳期



【結果と課題への対応策】

以上の取組みを行ったことで、下痢を発症する子牛や死亡する子牛が減少し、子牛の治

療頭数と治療費について前年と今年の９月～１１月までの３か月間を比較したところ、治

療頭数は約４割、治療費は約６割減少した。

更に、子牛の事故率低減へ向けて取組みを行ったことにより、大規模農場故の課題も以

下のように解消された。

１ 作業の均一化や、経営者が作業内容を把握することが困難な点は、子牛管理につい

てマニュアルを作成したことにより、従業員間の作業の均一化ができ、分業化され

た作業内容を経営者が把握可能になった。

２ 個体管理が困難で栄養状態の把握が難しい点は、代謝プロファイルテストの実施に

より、牛群の栄養状態の把握が可能になった。また、衛生管理の徹底により、異常

の早期発見と病気の拡がりを防止できるようになった。

３ 従業員に決定権がないという点は、作業内容のマニュアル作成や下痢の減少により

従業員の向上心が高く、積極的となったことから、従業員の意見が経営者に届くよ

うになった。

【まとめ】

今回、農場関係者、共済、獣医師、家保の四者で子牛の事故率低減へ向けて取り組み、

農場関係者が前向きに母牛への対策と、栄養面への対策を実践した結果、子牛の下痢が減

り、事故率低減に繋がったと考えられた。


